
 

 

 

空胎日数(遅延日数) 

×1,200 円×頭数 

※基準値 115 日

繁殖遅延による損失額 

空胎日数の推移（全国・都府県・北海道）
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１．不調の原因は乾乳期にあり！ 

酪農家の皆さんは“乾乳期管理は重要だ！” 

という話をよく耳にするようになったと思い 

ます。なぜ、これほど“乾乳期”に話が集中 

するのでしょうか？それは、泌乳期の様々な 

問題を突き詰めていくと、結局は乾乳期の管 

理に行き着くからです。  

 

２．脂肪肝から始まる悪循環！ 

現場の獣医師の先生によると、脂肪肝を抱え 

た乾乳牛は沢山いるそうです。ただ、外見で 

はよく判らないために対処も後手後手になり 

がちです。しかし、実際は肝臓に溜まった脂肪が、分娩後の立ち上がりを悪くして、その

あとの種付けを遅らせています。多くの農家さんでは、種付けが遅くなると太り気味で次

の乾乳に入り、またまた分娩後に問題を起き易くします。この悪循環を断ち切れるのは乾

乳期の管理なのです。 

 

３．気づかない内に利益が・・・！？ 

乾乳牛の脂肪肝が、酪農家の皆さんから 

利益を“こっそり”削っているのをご存 

知ですか？ 

脂肪肝から始まった悪循環は牛群の空胎 

日数を延ばし、多大な損失を出していま 

す。  

 

 

 

単純計算ですが・・・たとえば 

100 頭の牛群で空胎日数 150 日の場合 

1,200 円×35 日×100 頭 

＝4,200,000 円！！  

のお金を捨てていることになります！！ 

 

 

『利益をもたらす乾乳期管理！！』 

 

 

 

 

 
過肥 

繁 殖遅延  

エネルギー

不 足  

生 殖・生理

不 全  

経経 済済 損損 失失   

脂肪肝 



繁殖成績（ＪＭＲグラフ）
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ターゲットは間違いなく肝機能改善です。乾乳

期は最も効率的な改善ポイントです。 

改善の順番は 

肝機能を改善 

 

ケトージスなどの対策 

 

種付けを良くする 

 

結果を見るのに時間がかかりますが、現在乳肝を

継続的に使用されている農場では、確実に 

空胎日数が短縮しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 1 歩先行く酪農経営に向けて！！ ～ 

「バイパスサプリ」シリーズ 

●バイパスサプリ乳肝® 

●バイパスサプリ乳肝®プラスリジン  

※特許取得（特許番号：第３７２８７３８号） 

 

利益の上がる酪農経営は、乾乳期の管理から始まります！ 

 

バイパスサプリ『乳肝
®
』、『乳肝

®
プラスリジン』は、肝機能を高める 

ビタミンＢ群、アミノ酸を有効に牛に吸収されるよう作られています。 

乾乳牛の肝機能を改善することで、分娩後の疾病対策・繁殖成績を 

向上させ利益の出る酪農経営に貢献します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

本社・工場 徳島県阿南市那賀川町工地 246-1 TEL:0884-42-3090 

札幌営業所 北海道札幌市東区北 31 条東 16-2-2 TEL:011-786-8399 

帯広営業所 北海道帯広市西 6 条南 6-3 ｿﾈﾋﾞﾙ 5F TEL:0155-25-0002 

福島営業所 福島県伊達市舘ノ内 38-44 TEL:024-584-2808 

関東営業所 栃木県宇都宮市御幸町 44-1 TEL:028-663-1129 

阿北営業所 徳島県板野郡上板町七条字古町 54-1 TEL:088-694-6282 

http://www.bioscience.co.jp/rakunou/ 

 

『『乳乳肝肝』』のの給給与与でで空空胎胎日日数数がが短短縮縮！！

『乳肝』を給与して利益を取り戻しましょう！ 

 


